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血液疾患 に合併した感染症に対 するT-1220の 使用経験

武尾 宏 ・大島年照 ・天木一太

日本大学医学部第一内科

急性白血病や再生不良姓貧血などでは,治 療経過中に

感染症の併発が頻繁にみられる。最近の血小板輸注の進

歩により,出 血死が減少傾向にあるのに比べて,感 染症

による死亡は年々増加 してお り,死 因の70%以 上 を占

めている。しかも起炎菌の種類 も変化して きており,私

たちの教室での最近4年 間の総計では,造 血器腫瘍に合

併した感染症の起炎菌は70%が グ ラム陰性桿 菌 であ

り,そ の半数以上は緑膿菌が占めている。

今回,急 性白血病および再生不良性貧血に合併 した感

染症に対 してT4220の 投与を行なったので,そ の結果

を報告する。

1. 研 究 方 法

対象:症 例は急性骨髄性白血病3例,赤 白血病3例,

慢性骨髄性白血病の急性転化2例,再 生不良性貧血2例

の計10例 である。これらの症例の治療経過中に出現し

た感染症の種類は敗血症6例,肺 炎2例,急 性化膿性歯

髄炎1例,虫 垂炎1例 であった。

菌の検索方法:38℃ 以上の発熱がみられた場合,抗 生

物質を投与する前に静脈血(ま たは動脈血),喀 痰,咽 頭

擦過物および中間尿の培養を行ない,さ らに膿瘍を形成

している例では膿を培養した。また同時に胸部 レン トゲ

ン撮影 も行なった。同一菌種が多量に,あ るいは2回 以

上検出されれば,こ れを起炎菌と判定し,2種 類の菌種

が同時に検出されたときに もこれらを起炎菌 とした。

治療方法:T-1220は 単独投与ないし他剤 との併用投

与で,1日3～129が 静脈内に点滴投与された。1日 の

投与回数は8時 間ごとに3回 で,1回 の投与時間は1～

2時 間であった。併用薬剤はGentamicin(GM) 120～

160mg/日,Dibekacin (DKB)150mg/日, Kanam ycin

(KM)1g/日,Lincomycin(LCM)99/日 お よび Clin-

damycin (CLDM)1,200mg/日 のいずれかであった｡

効果判定:T-1220投 与後,7日 以内に解熱し,自 他

覚所見が改善したものを著効とし,14日 以 内に解熱 し,

自他覚所見が改善したものを有効,そ れ以外のものを無

効 とした。また,投 与期間が短 く,効 果判定が出来ない

ものは不明とした。

Table 1 Clinical effects of T-1220
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II. 成 績

1) 治 療 効 果 (Table 1)

敗血症6例 のうち,起 炎菌を同定し得たものは4例 で

あ り,そ の種類はStaph. epidermidis2例,E.coli 1例 お

よびKlebsiellaとPseudomonas aeruginosaの 重 複感染症1

例 であった。これ らのうち著効は2例,有 効は1例 であ

り,ま た肺炎の2例 は著効を示し,虫 垂炎には無効,急

性化膿性歯髄炎には有効であった。

末稍血の 白血球数をみると(Table 2),500～ 12,600

/μlで あったが,好 中球数は全例が正常値以下であ り,

しかも10例 中9例 は500/μl以 下 という高度の好中球減

少が認められた。

2) 症 例

著効例の代表に症例3を 示す(Fig.1)。 症例は22歳

の女性で,基 礎疾患は赤白血病である。1976年 3月 22

日,全 身倦怠感を主訴に入院した。入院時より好中球数

は500/μ1以 下に減少してお り,37℃ 台 の微熱がみられ

た。抗白血病剤 としてDaunorubicin,Cytosine arabi-

nosideお よびPrednisoloneの3者 による緩解導入療法

(DCP療 法)が 開始され,白 血病細胞は減少しはじめた

が,同 時に正常血球の抑制 も強 く,好 中球数は高度に減

少して,500/μl以 下の期間が続いた。この期間に一致

して38℃ の発熱が出現し,起 炎菌の検索を試みたが,

菌 は検出できなかった。 敗血症の疑いで5月31日 よ り

SBPC20g/日,CEZ 6g/日 を投与 し,一 時的に解熱傾

Before

On 17th day

向がみられたが,投 与中に再度38℃ の発熱があ り,こ

の時の胸部 レ線写真ではF培2に 示したように,肺 炎

に胸膜炎が合併した所見が認められた。6月 29日 よ り

T-12206g/日 およびGentamicin 120mg/日 に変更し

たところ,投 与開始後5日 目に解熱がみられ,7月15日

投与17日 目 レ線写真では陰影は消失した。

Fig. 1 Case 3. T. M. 22 y. F. Pneumonia 
(Erythroleukemia)

Fig. 2 Case 3. Chest X-ray films before 

and after T-1220 treatment
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3) 副 作 用

T-1220投 与 による副作用の有無をみるた め

に,同 剤の投与前後の血液学的検査,肝 機能お

よび腎機能検査などを行なった(Table 2)。

対象症例は,全 例がすでに造血器異常を呈 し

てお り,き らにT-1220投 与時にも,同 時に基

礎疾患に対する治療が行なわれているために,

赤血球数,白 血球数および血小板数などの変動

がT-1220に よるものか否かは明確ではなかっ

た。クームス試験などによ り溶血反応はみられ

なかった。肝機能検査 では,症 例1で 投与中

ALPが447か ら872IU(正 常値190IU)と

上昇したが,発 病時よ り肝障害 が あ り,ALP

は高値で変動してお り,投 与後 も同様の変動を

示していたため,T-1220に よ る影響 とは考 え

にくかった。症例9も また,投 与前より肝障害

があったが,T-1220投 与後GOT, GPTお よ

びALPが 一 過性に上昇したことにより,同 剤

の影響があったことは否定できない。腎機能で

は とくに副作用 と思われるものはなかった。

皿.総 括ならびに考案

血液疾患のなかで も,と くに造血器腫瘍は基

礎疾患その ものによって,す でに好中球減少や

免疫不全状態にあり,そ れらが治療によってさ

らに増強 される。

感染症がいったん出現すると,そ れは重症感

染症を意味する。私たちは,感 染予防の立場か

らバイオクリーンシステムによる無菌環境作 り

に努力している。これらの装置による治療効果

は一応認められるが,ま だ充分に判定し得 ると

ころまでにはいたっていない。従って,造 血器

腫瘍疾患の経過中に原因不明の発熱があれば,

まず感染症を考 え,菌 検査終了後,た だ ちに有

効 と思われる抗生物質を投与することにしてい

る。

今回は10例 の血液疾患にT-1220を 投 与し,

著効ないし有効であった ものは,敗 血症で3/6

例,肺 炎では2/2例 お よび急性化膿性歯髄炎の

1/1例 であった。これらの症例は,T-1220投

与前に,す でに他の抗生物質が投与 されて無効

であった ものが多 く,難 治性感染症 で あった

が,T-1220は10例 中6例 に著効ないし有効で

あった。T-1220の 副作用 としては,と くに著

明なものは認められなかったが,同 剤によると

思われる一過性の肝障害が1例 にみられた鳥
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CLINICAL STUDIES OF T-1220 IN THE INFECTION 

COMPLICATED WITH HEMATOLOGICAL DISORDERS 

HIROSHI TAKEO, TOSHITERU OHSHIMA and ICHITA AMAKI 
1st Department of Internal Medicine, Nihon University School of Medicine 

T-1220 was administered clinically to 10 cases of infection complicated with hemato-
logical disorders. Daily dose of T-1220 was 3 to 12 g and it was administered intravenously 
at 3 times a day. The results were obtained as follows: excellent in 4 cases, good in 
2 cases. 

In only one case, transient liver damage was found during administration.


